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昭和十五年十二月十四日、 発図一八九号、 文部省用箋、 Ｂ４判、


































































― 4 ― 
字の直後に表示した。
 













































































































































































































































































































― 6 ― 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
 































































































































ルト信ズルノデアリマス。本省ニ於キマシテハ、 昨年来日本語教科書ノ編簒ニ着手シ、又昨年十一月国語課ヲ新設シテ国語 整 統一ニ努メ 所以モコヽニ存スルノデアリマス。ツキマ ハ本日ヨ

























































































































僅カニ一割五、六分ニシカ達シナイ状態デアリマスカラ、 ウイフ状態ノ朝鮮デハ国語ハ社会教育ニ関スル部面ガ多イノデアリマスガ、然シナガラ、ソノ根底基礎ハ学校デアリ スカラ、特ニ基礎的教育トシテ小学校教育 最モ力ヲ致シ 居リマス。然シナ ラ家庭生活ガ国語生活ヲシテ居リマセンノデ、学齢期ニ到 シテ小学校ニ入学シテ、ソコデ始メテ国語ヲ学ブ ガ大〔
024〕多数デアリマス。従
ツテ国語教育ノ出発ハ最モ大切ナモノデアリマス。コレニ対応致シマスタメニ従来小学校ノ幼学年デハ、朝鮮総督府ニ於テ特別 教科書ヲ編纂致シマシテ、大体文部省 学校生活用 ヲ文字ヲ通 テデナク修得出来ル手段方法ヲ講ズルタメニ特殊性ヲ加味シテ施設トテ総督府デ編纂シ 幼学年用教科書ガアル アリマス。而シテ最モ国語ニ近ヅキ易イヤウニ仮名遣ノ如キモ発音記号〔
025〕ニ依リ、
標音記号ニ依ル形式ニ依ツテ、 今日デハ三年マデソノ形式 採ツテ








普及上カラ見テ充分デナクトモ僅カ二三 ノ努力デ相当成功ヲ収メテヰルコトヲゴ覧願ヘルト思フノデアリマシテ、今日ノ学校教育デハ国語ノ生活モソノ家庭ノ国語生活マ 学校教育ノ力アラシメタイト考ヘテ居ルノデアリマスガ、然シ ガラソレハ非常ニ家庭ノ掣肘ガ大キイ点ハ第二頁ヲゴ覧願ヒタイト思ヒマス。第一例ト 校洞小学校・渼洞小学校・鐘岩小学校ノ例 〔
028〕 ヲ挙ゲテ置キマシタガ、
一番初メノ校洞小学校ハ京城ノ中心部ノ所謂良家ノ子女・富豪階級ノ学校、渼洞小学校ハ中産階級ノ学校、鐘岩小学校ハ労働者階級学校デ、コノ三ツ 調査デゴ覧願ヒマスト分リマス。家庭 普及状況ハ 教育デ努力ヲ払ツテモ、 結果ニ於テハ、 コヽノパアセンテージデゴ覧願ヒマスヤウニ著シイ差隔ガ三ツノ学校ニツイ 行ハレテヰルノ アリマス。唯単ニ子供ノ小学校教育ダケ ナク家庭・社会














ナルベク早ク国語ヲ普及致 マス為ニ年々七万円 費用ヲ当テマシテ年々三十万人 人ヲ対象ト
シテ二箇月間グラヒノ講習会ヲ


















ス。昭和五年六十二人、六年七十人、七年七十一人、八年七十六人、九年八十三人、十年九十二人、十一年百五人、十二年百二十人、十三年百三十九人、十四 百五十八人 十 間ニ二倍半ニナツ 居リマス。二倍半ト言ヘバ非常ニ多数ノヤウニ ラレマスガ、コレ程ノ努力ニ依ツテモ猶二倍半ニシカ及バナイトハ情無イト思フ デアリマス。 会話ニ差支ナイモノト稍々解シ得ルモ 〔
036〕 ノトデ一割三、
― 19 ― 












題デアリマス。コレハ特別 親シミ馴染ンダ愛著ト親シミ 籠メ意味合ラシイコトモアリマセウケレドモ、一方コ ヲ考ヘマスナラバ、第一ソノ底ヲ流レル民族意識ガ何時 間ニカモトノ言葉ニ親シ
ミヲ感ズル結果ニアルノデ、コレハ国語問題デナク思想問題デアルト思フノデアリマス。コノ点ヲ考ヘマスト外地ノ国語生活ハ生活ノ利便ノミデナク、ソノ底ヲ流レル〔
040〕人間ノ思想、根柢ニ起ル思
想問題ヲ考ヘナケレバナラナイト考ヘルノデアリマス。兎ニ角以上申上ゲマシタヤウ 実情デ外地ノ国語教育ハ国民生活ノ基礎ヲ作ルノニ重要ナ意義 モツモノデアリマスカラ特ニ必要性ヲ感ズルノデアリマス。朝鮮ノ言葉デ「君ガ代」ヲ歌ツテモ、 「海ユカバミヅク屍山ユカバ草ムス屍大君ノ辺ニコソ死ナメカヘリミハセジ」ト歌ツテモ朝鮮語ナラバ国民感情ハ誘発サレ〔
041〕ナイト思フ。何処マデモ
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数ハ二百四十五万八千四百六十人ニナツテ居リマス。全人口ノ四十六パアセント弱デアリマス。ゴク大雑把ニ申上ゲマスト、台湾人約半数ハ国語ガ解ル訳デス。コノ内訳ハ学校ノ在学生ト学校ノ卒業生ノ累計、国語普及施設即チ国語講習所・簡易国語講習所ノ生徒及ビ修了者ノ累計デ リマス。 コレヲ国語ノ理解程度カラ申シゴク簡単ナ日常ノ挨拶用 、普通ノ物ノ名〔
044〕前グラヒヲ知ツテ




ハナケレバナラナイモノ、台湾語ヲ使ツテハナラナイモ 、ト フ風ニ訓練ヲツケルノデアリマス。然シ始メハ ダケデハ用ヲナシマセンノデ 〔
045〕 児童相互ノ間ニハ台湾語ヲ用ヒマスガ、 第二学期・





二年以上ノ子供ガ学校内デ無意識ニ台湾語 使 マスト、誰レハ台湾語ヲ使ヒマシタトイフテ互ニ警告ヲ発シテヰル状況デア 。三年以上ニナリマスト児童仲間デハドンナ場合 モ概ネ国語 用ヒ
テ居リマス。ソレニツイテ私ガ度々見聞シテ居リマス一例ヲ申述ベタイト思ヒ 台湾各地ノ公学校デ台北ニ修学旅行デ児童ガヤツテ参リマス。ソ〔
047〕レラハ泊掛ケデ来ルノデアリマス。大抵五年
















ガ主体トナツテ経営シテヰルモノデアリマス。コノ国語講習所ノ入所資格ハ、公学校ノ教育ヲ受ケナイモノ、国語ヲ解サナイモノデ、年齢ガ十二歳以上二十五歳以下マデデ、 修学年限ハ一年乃至四年デ、一年ノ授業日数 百日以上ト規定 居リマス。国語ガ主デアリマスガ、算術・唱歌・遊戯・作法・家事・裁縫等 教ヘテヨイトナツテ居リマス。コレラノ課目ヲ教〔
052〕ヘマスノハ、国語ヲ念頭ニ置
イテ教ヘマスノデ、国語ダケヲヤルヨリモ色々 課目ヲ教ヘル方ガ興味ガ伴ヒ実益 アリ 方カライフト成績ガヨイヤウデアリマス。昭和十四年五月末マデノ調ベデ、国 ノ数ハ六千三百八十八箇所、生徒数ハ三十八万七千三百四十八人、専任講師ガ四七百六 九人、学校ノ教師等ノ兼任スルモノガ六千六百六十四人ニナツテ居リマス。国語講習所ト大体同ジ目的・同ジ〔
053〕組織デア





国語講習所、簡易講習所ヲ終了シマスト、ゴク程度ノ低イ卑近ナ会話ガ出来マス。二年以上ノ講習所ヲ終了シタモノハ公学校ノ卒業生ニ負ケナイ程話シ得ルモノガア 年限ノ割合ニハ国語ガ上手 ナリマス。ソレト申シマス ハ公学校デハ学年相当ノ内容ヲヤラナケレバナラナイガ、講習所 方ハ比較的軽クナツテ居リマシテ、日常会話ノ修練ニ主力ヲ注ゲ カラデ リマス。講習所ノ生徒ノ年〔
055〕齢ハ先程申シマシタヤウニ、大体十二歳以上二十五歳以
下ト規定シテオリマス。三十歳、四十歳ノ婦人ガ乳呑児ヲ抱ヘテ来テヰルノモアリ 又五十歳、六 ノ老人ガ出テヰルノモ見田舎ニ参リマスト昼間ヤ 婦人ヤ老人ガ若イ者ニ混ツテ国語ヲ習ツテヰルトコロヲ見マスト、心カラ涙グマシクナ コト 屢々デゴザイマス。殊ニ内地カラ、 ハ他ノ外地カラオ出デニナツタ方ガ、サウイフ〔
056〕トコロヲゴ覧ニナリマスト、感想ヲ洩ラシテオ

















居マス。今日既ニ半数近クノ国語解者ガオリマス 、コ ラガ国語デ間ニ合フ場合ニモ猶台湾語ヲ使用スルヤウナ者ガ少ク セン。親シイ青年同志デ話合フ場合ナドデアリマスガ、ソレラヲ指導シテ
国語ヲ用ヒサセルコトハ今後特ニ重大事デアリマス。国語解者ノ数ヲ殖スト同時ニ国語ヲ常用サセルコトニモ力ヲ致スベキ時期ニナツテヰルト思ヒマス。四十六パアセントノ国語解者 作ルノニ五十年ノ歳月ヲ費〔
061〕シテ居リマス。今後国語ノ不解者ヲ一掃スルニハ
五十年カヽルダラウ 一応考ヘラレルノデアリマスガ、コレカラ進ミ方ハモット速クナルト思ハレルノデアリマス。ソレハ教育施設ダケデナク社会一般ノ国語力ニ押含マレルトコロガ多イデアラウト思ツテ居ルノデアリマス。 コレハ過去四十六年ヲ振返ツテ見マスト、前半、後半ノ ガ違ヒマス。最近十箇年ノ進歩ハ大変ナモノアリマス。結局今後ノ国語ノ普〔
062〕及ハ加速度的ニ非常ニ進ミ方




























ルモノモアリ主ニ村落ノ子弟ガ参リマス。四年ノ修業年限デ、ソノ他ニ補習科ノ設ケラレテヰルトコロガアリマス。中等教育機関 中デ高等学校ト申シマスノハ男子 中等部・師範部 分レテ居リ シテ、師範部 ハ女子モ居リ、男子ト
067〕共ニ公学堂・普通公学堂















ノ中等学校ニ入学ヲ許サレテ居リマス。進メルヤウニナツテ居リスコトハ先程申上ゲタ通リデアリマス。コレ等 満人ハ日本語ヲ以テ大シタ遜色ナク日満共 実現シ 学校関係 他ニ満人ノ大衆ヲ相手トシテ関東州デ昨年来日語講習所ヲ州内 公学堂付設サレ 、八、九、十ノ三箇月 講習ガ 満人 店員トカボオイトカヲ 一学級五 人見当ニシテ約
071〕二時間教ヘテ居
リマス。五十校ヲ目標トシテ 期間ヲ六箇月ニ延長 ル ガアリマス。同ジク矢張リ地方課ニ満人少年講習所ガ設ケラレ 、公学堂ノ生徒ト同等ノ学力ノアルモノヲ五十人見当 シテ一箇月ノ講習デアリマス。満人青年ニ関東人トシテノ教養ヲ与ヘルノデア マス。











編集部ハ十九年ノ歴史ヲモツテヰ 発行図書ハ百十九種、百三十万部ニ及ンデ居リマス。オ手許ノプリン 示シテアリマス。初等ノ読本四冊、中等四冊、高等八冊、ソノ他ニ 法トカ、仮名遣法トカ、教授参考書 ガアリマシテ、例ヘバ「公学堂生徒用」 、 「普通公学堂生徒用」 「中等学校生徒用」 、 「速成日本語」 、ナドデ「速成日本語」トハ私立ノ学校用デモ、官衛ヤ各会社等ノ日語個人用デモ、速成的ナ一般用デモアリマス。 初等 中 、 高 本語教科書ハ国語検定ノ標〔
074〕準トナリ、又満鉄トカ満洲国特殊会社ノ採用標
準ハ初等教科書ヲ標準ニシテヰルヤウ ス。 「 日本語」ハ十万部配給シ、 「速成日本語」ハ十三万八千五百部ヲ示シ 関東州内ハ勿論 北支方面ニマデ及ンデ居リマス。配給ノ実数ヲ年統計的ニ見マスト、 表ニ表ハシタヤウナ数字ニナツテ居リマシテ、 コヽニ面白イ現象ヲ見ルコトガ出来ルノデアリマス。 「速成日本語」ハ僅カニ二百部シカ出ナイ哀レナ状態デアツテ、 〔
075〕千部刷ツテオケ

















件トナツ 居リマス。関東州ノ満人教育ハマサニ大陸開拓ノ人的拠点デアリマス。日本語ノ拠点ハ新東亜建設ノ鍵デアルト申シテモ高言デナイト思フノデア 吾々ハ日本語 ヲ以 、安価ナ実
― 25 ― 
用主義ニ陥ラズ日本精神ヲ体得シ、日本ヲ枢軸トスル精神的ナ結合ヲ図ラウトシテ居リマス。朝鮮ヤ台湾ハ帝国ノ国土デア 点カラモ教育ノ〔
079〕目標ハ非常ニハツキリ確立シテ居リマスガ、関東州ノ


















ハドウデアルカヲ主ト テ申上ゲマス。満洲国ガ建国セラレマシテ本年デ九年目デアリマス。学校教育ハ義務教育制度ヲ採ツテ居リス。就学率ハ四六パ セン デ今年ハ七十パアセントニ上ゲヨウト努力シテ居リマス。 満洲国ハ複合民族ノ国デアリマス。 日系、 満系、露系、蒙古系等ガアリマスガ、満系デモ露系デモ〔
082〕蒙古系デモ
日本語ヲ国語トシテ居リマス。日系ノ子弟教育ハ全部在満 大使



















帝陛下ノ二度目ノ御訪 ノ際ニ、 建国神廟 天照大神ヲ奉祀ナサレ、告文ヲ奏上ナサレタトキ、日本語ト満洲語トデ奏上ナサレ、同日、



























ケデナク、ソノ学校ノ教師ノ日語ノ力ヲ向上サセ、重要ナ役目ヲモツテ居リマス。日本語教授ノ困難ナ点 一ツハ教師 ソノ人ヲ得ナイコトデ、日 教師ヲナルベク多ク用ヒテソノ教授 ノ困難 一ツヲ解決シタイト努力シテ居リマス。然シ日系ノ教師ハ先程モオ話ガアリマシタガ大変ニ少ナイノデアリマシテ、ナントカシ 満洲ニ沢山ノ日系教師ヲ招キタイト営々努力中デ〔
091〕アリマス。日系教師















ニ申上ゲマス。学校内 国語検定試験ヲ行ツテ階級ニ依ツテ表ハスヤウ シテ居リマス。学校内デ検定試験ヲヤツテ見テ、君ハ一等ダ二等ダト学校内デ資格ヲ与ヘテ居リマス。日本語 発表会 日本語学芸会ヲ年ニ二回三回〔
095〕機会アル毎ニ行ツテ普及ニ努メテ居リ































三時間、北京大学ハ大体六時間乃至十二時間教ヘテ居リ コレラノ学校ニ於ケル教科書ハ教育総署デ編集シタノヲ使用スル方針下ニ一定ノ年次計画ヲモツテ驀進シツツアリマス。シカシ コレラ教育ニ当ル教員ハ大部分支那人デアリマス。日本人 教員ハ三百余





会教育方面ノ施設トシテハ、力ヲ入レテヰルモノハラヂオデアリマス。ラヂオ 北京中央放送局デ朝二十分、夕方三十分日語講座ヲ設ケサセマシテ、 ソ 聴取者ハ推定二万五千人ト数ヘラレ リマス。次ニ社会教育ノ方面トシマシテ昨年教育総署ニ於イ 主催スル 本語文化確立、検定制度ガ確立致 マシタ。第一ニハ試験ノ施行デアリ、更ニ日本人 支那人〔
102〕ニ対シテ長期ノ講習会ヲ開クトカ、
中学校 小学校ノ生徒、児童ニ日本語ニヨル学芸会、 ノ作文ノ募集等ヲヤツテ居リマス。然シナ ラ日本語ノ普及ハ 相当文化ノ進ンダ支那人ヲ相手トスルノデスカラ、色々研究ヲ要スルノデアリマスガ、一層拍車 カケテヤラナケレバ ラナイノデアリマス。ソシテ現地ニ於ケル権威者ヲ網羅シテ華北日本語普及協会ガ成立シテ居リマス。華北日本語普及協〔
103〕会ハ北支ニ於テ中心指導機関























































特別日本語講習会ヲ行ヒ、検定試験制度ヲ設ケテ特別語学手当ヲ出スコトデ 普及ノタメ研究シテヰルヤウデアリマス。 青島 〔
115〕
市外デ日本語教育ヲスル私塾程度ノモノガアルヤウ アリマ ガ、教授法等ニツイテハ正確ニ研究サレテ居ラナイヤウデアリ ス。ソノ他新聞紙ニ日本語講座ヲ設ケ トカ、北京カラ中継 ラヂオノ日本語講座ヲ喜ンデ支那人ガ聴クトカ日本 ノ掲示場ヲ設ケ トカ、
― 30 ― 
一般民衆ニ対スル日本語普及ヲ種々計画致シテ居リマス。ソレデ従前カラ或程度日本語ガ普及シテ居リマシタ関係上、現在市内デハバスニ乗ルニモ日〔
116〕本語デ通ズル状態ニナツテ居リマス。先程華
北連絡部カラオ話ガアリマシタ興亜教育会ハ青島ニモ設ケラレテ居リマスガ、日本語ノ普及、 教育ノ普及方面ニ非常ナ貢献ヲシテ居 シテ 昨年四月ニ小学校ノ日本語学芸会ヲ開催シテ戴キマシタ。日本語ノ作文ヲ募集シタリ致シ テ、十一月ニ 中学校小学校ノ日本語ノ雄弁大会 催シタリシテ学生ノ日本語修得熱ノ昂揚ニ資シテヰルノデアリマス。又近ク日〔
117〕本語再教育講習会ヲヤ














百五十万、 漢人約百五十二万、 残リ四十八万ガ回々教徒デアリマス。サウイフ関係デ民族関係ハ非常ニ複雑デ、地図デオ分リノヤウニ北ハ外蒙ニ接シテ開放サレ、西北ハ甘粛省デ支那ニ続イテ居 、南ハ河北省ニ接シテ居リマス。斯様ニ地理的 ハ共産主義地区ニ接スル部面ガ多イノデアリマス。蒙古連合自治政府管轄土地ハ 理的 モ人種的ニモ日本語普及ノ大陸ニ於〔
120〕 ケル一ツノ基地デアルト感
ジテ居リマス。先程関東局 方カラ、関東州ガ大陸ニ於ケル日本民族ノ発展ノ基地デアルトアリマシタガ、関東州デ養成サレマシタ多クノ若人ヤ、満洲国 育テラレタ多クノ青年達ガ蒙古連合自治政府ノ管下ニ来ラレ 、日系、満系、蒙古人一体トナリ大陸ニ於ケル日本民族ノ発展基地トシテ 夜涙グマシイ努力ヲシテ居ルノデアリマス。日本語 蒙疆ニ於ケル〔
121〕地位ハ各種建設ノ指導語デアリマ
ス。実際ニ学校教育デハ蒙古人ニ対シテハ彼等ノ母語タル蒙古語、漢人ニ対シテハ漢 ト一諸 教授 居リマス。政府ソ 他各官庁ニ於ケル公文書ニ 日本語ヲ併用シ 公報デモ日本語ヲ併用シテ居リマス。日本語ノ指導ノ目標トシテハ日本語ヲ通ジテ日本精神、日本文化ヲ理解セシメル ハ勿論デアリマスガ 蒙疆政〔
122〕 府ノ狙ヒハ初級小学校四年卒業マデニ日常生活ニ使用出来ル
ヤウニ、蒙古人ニ対シテハ蒙古人用ノ教科書ヲ作ル準備中デアリマス。高級学校ノ卒業マデニ新聞ヲ理解 日本文化 日本語ニ依ツテ享受シ得ルヤウニ指導スル心算デアリマス。 ニヨリ ヲ正科トシテヤツテ居リマス。初等学校 毎週六時間、中等学校 ハ







ガアリマスガ、 ココニ於テ日本語教育ニ一生懸命ニナツテ居リマス。将来ノ計画ト致 マシテ、中等学校ノ入 試験 検定試験 日本語ヲ合セ課スル計画ニナツテオリマス。 〔
125〕唯、唯今ノトコロ困難
ノ伴イマスノハ蒙古人 対シ 日本語 普及スルノハ、蒙古ニ行カレタ方ハオ判リ コトト思ヒマス。非常ニ土地ノ広イ トデス。留学生後援会ガ出来マシテ日本ニ留学生ヲ一年ニ百人送リタイトイフテ居リマスガ百人送ルノハ困
難デアルカモ知レナイガ、仮ニ
半分ノ五十人送ルニシテモ将来日本語ヲ普及 ル トハ効果 アルト思ヒマス。又、派遣教員ノ練成ニ注〔
126〕意シテ居リマス。即チ









マスノガ天主教ノ学校デア 学校ノ数 三百三十八デ、天主教徒ニ於イテモ日本語ヲ昨年ヨリ課シテ着々ヤツテ居リマス。私ハ去年十月天主教会ノ学校 授業ヲ視察ニ参リマシタ。 〔
128〕白耳義
人非常ニ熱心 ヤツ ヰテ相当効果 挙ゲテ居 スガ、唯、白耳義人ニ任セテ置カズニ日本人ノ先生 入レタラモツト良イノデナイカト挨拶シテ帰リマシタ。政府モ一生懸命ニナツテヤ テ居リマスガ何ヲ申シテモ教師ガ非常ニ不足シテ居リマス。急速ニ日本語ヲ普及スルタメニ現職者ニ対シテ日語講習会ヲ開キ、教員ノ再訓練ヲヤツテ居リマス。唯今トコロデモ各学校 教員約〔
129〕三千三百人ハ
日本語ノ片言ノ解ラナイモノハナイガ、非常ニ上手ナ人ハナク、立派ニ理解シ話出来 モノハ甚ダ稀デアリマス。政府ト致シマシテハ急速ニ日本語ヲ普及スルタメニ学校ヲ作ラセテ日語 研究ヲヤラセルコトニナリマシテ、去年少シヤリマシタガ、今年度カラ 格的ニ乗リダシテ学校ヲ作ツ 居リマス。教科書ハ初級小学校、高級小学校ハ現在政府編纂ノ 教科書デアリマス。中学校ハ今〔
130〕ゴ







青少年団体百十八講習会ヲ展イテ日語訓練ヲヤツテ居リマス。日本語ニ依ツテ指導 居リマス。尚、官庁以外デ一般的ニ日語講習会ヲ開設シテ居リマス。ソノ他興亜院ノ助成ニヨル学校、政府ノ助成スル学校、日本ノ宗教団体ニ依ツテ設立シテヰル日本語学校ハ名前ハドウアラウト 語学校ハ二十八校アリマス。 ソノ他ラヂオ 通ジ、新聞、雑誌、公報機関ヲ通ジテ日語〔
132〕普及ニ努メテ居リマス。
尚、蒙疆教育会ガゴザヰマシテ、蒙疆ノ日本 対策委員会ヲ展イテ居リマス。尚 同 デモ内地及ビ満洲カラ講師ヲ招イテ年一、 回講習会ヲ展キマス。張家口大同 モ日本語研究会ガアリマシテ青年学徒ガ日本語ノ研究ヲヤツテ居リマス。尚、国語検定試 ハ教員並ニ学生ニ対シテモ昨年行レマシタ。中等学校ハ学校自体デ日本 検定試験ヲ行ツテ居リマス。一級二級ト発表シテ生徒〔
133〕ニ対シテ
日本語ヲ奨励シテ居リマス。ソノ他各学校ニハ日本 検定ヲ開設スル予定デアリマス。然 ナガラ蒙疆政府ハ財政的ニ恵マレ 居リマセン。非常ニ貧乏ナ状態デ先生方モ苦労サレテ居リマス。アラユ
ル困苦ヲ忍ンデ先生方ガ真面目ニ真剣ニ努力ナサツテヰルノハ私カニ敬服シテヰマス。尚、現地デ開イテヰル夜間講習会ノ実例デアリマスガ、 去年五月ニ田舎ニ回ツテ日本人モ居ナイヤウナ所ニ参 〔
134〕
リマシテ、ソレハ晩ノ六時頃ト記憶シテ居リマスガ、現地ノ先生ガ日本語ノ授業ヲシテ居リマシタ 生徒ノ数ハ約五十人、小サイ子供ハ十二、三歳カラ年寄ハ五十五、六歳マデ集ツ 一生懸命日本語ヲヤツテ居リマシタ。日本人ガ来タトイフノデ紙ヲ配ツテ今カラ習ツタノヲ試験ヲスルカラ書イテ出セトノコト 十五分位ノ間ニ簡易ナ読本ノ上位ノトコロヲ試験シテソノ結果 見マスト約八割 者ハ殆ド八分位マデ日〔
135〕本語ヲ理解シテヰルノガ分ツテ心ヲ強クシテ













― 33 ― 
詳シイゴ説明ガアリマシタ。日本語ヲ日本人ガ調査シ且ツ改善シ、学ブコトハ難シイ問題デアリマセウ。議長カラ言ハレマ タヤウニ日本語自体ニ相当混乱 ス。東亜共栄圏並ニ東亜新秩序建設ノ上ニ文化ヲ発展セシメルノニ最モ必要ナ第一歩ハ ヲ教エルコトデ中々困難ト感ズル次第デアリマス。 又教エラレル朝鮮 、 支那、蒙疆ノ人々ニモ、自分達ノ国語ヲモツテ居リナ〔
138〕ガラ新シク日
本語ヲ学ブノハ相当困難デア ノハ先程来皆サンノオ話デ、我々多クノ参考ニナリマシタ。明日カラ二、三日ノ間ニ段々具体的ナ方法論等ヲ懇談デ進ンデ行クコトト思ヒマス。私ハ過般調査会デゴ承知ノ如ク日本語ノ教科書ヲ始メテ作ツテ見タ デアリマスガ、ソレニ就キマシテ明日以後ニ於イテゴ批評ヲ戴キタイ 思ヒマス。更
吾々調査会ガ日語ノ普及ノ上〔
139〕ヨリ、ヨキ教科書ヲ編纂シテユ


























得トイフ意味 法規ヲ設ケテアリマス。又師範学校デハ日本語ハ外国語トシテ選択科目トナツ 居リマシテ生徒ノ希望 任セルナツテ居ルノデアリマス。中学校デハ必須科トナツテ居リマスガ、高級中学デハ英語四時間ニ対シテ日本語 二時間 。又中国人ノ日語教師養成学校機関 シテ維新政府 代ニハ公立ノ教員養成所ガアツタノデアリマスガ、国民政府樹立ト共ニ解消サレタノデアリマス。 〔
003〕今日デハ公ノ教員養成機関ハナイノデアリマ




各級学校ノ日語普及状況ヲ申上ゲマス。小学校 現在日語ヲ課シテ居リマス。 学校数ハ二百十三校、 〔
004〕 学級数ハ五百五十九学級、


































リマシテ、六百九十四名、内女生徒百三十二名 ソノ日本語教員ガ日本人三名、ソノ内一名ガ連絡部カラ派遣シテ居ルモノデアリマス。中国人ガ四 居リマス。以上、各級学校ニ於キマシテ日語教授ニ当 ツヽアル日本人ノ教員ガ総計八十六名、内女教員十三名、派遣教員ガ三十三名デ、内女教員ガ二名トナツテ居リマス。コレ等ノ 本人ノ先生方ノ素質学力ハ概ネ良好デアリマス。派遣教員三十三名ハイズレモ相 ニ優秀デアリマス。中国人ノ教〔
010〕員
ハ総計二百六十七名、内女子 四 二 アリマスガ、素質ハ概ネ不良デアリマス。日本語ノ学力素質ハ概ネ良ク セン。尤モ日本ニ留学致シテ居ツテ、日本語ノ学力ノ相当アル者モ三 九 居リマスガ、最モ多イモノハ公私立ノ日語 校出身者デアツテ七 八デアリマス。ソノ次ニ維新政府教育部 教員養成所出身者 十六名ガ主ナモノデ日本語 学力ハイズレモ余リ豊カデハアリマセン。日本語ノ学力ガ十分ニアリ素質ノ〔
011〕良イ者ハ官庁ナリ会社ナリニ



















校ガ如何ナル目的ヲ以テ日本語ヲ普及シツヽアルカ 深ク考慮スル必要ガアルト思ツテ居リマス。故ニ単ニ日本語ヲ普及 ル普及性アルカトイフモノデハナイノデ、極言スレバ親善 伴ハナイ日語教






的ナモノト致シマシテハ大上海放送局ノ日本語講座、新申報、申報等ノ新聞社 日語講座、大民会留日同学、合作社、病院等ノ各種団体ガ普及施設ヲヤツテ居リマス。是等一時的ノモノト致シテハ各省政府教育所、各健康所ノ教育課 其他 社工場 校等 主催ニ依リ日本語ノ講習会 日語弁論会、日語学芸大 ガ随時ニ開催サレテ居リマス。コレ等ノ場合ト致〔
016〕シマシテ連絡部トシテハ特務機






























話ヲ申上ゲヤウト思ツテオリマス。厦門附近ノ特殊性ニ鑑ミ日本語普及ニ関シマシテハ現在厦門特別市政府ガ監督官庁トナツテ日本語ヲ単ナル外国語ノ一科 シテ課スルニトドマラズ、東亜ノ標準共通語トナサザ ベカラザルコトヲ目標トシテ居リ ス。コノ目標方針ニ基イテ市政府――以下厦門特別市政府ヲ市政府ト略称致シマスガ、市政府ハ教育局ニ台湾人ノ監督ヲ置イテ各級ノ学校ニ於テハ正科トシテ課シ就学〔
020〕 セザル青少年成人ニ対シテハ日語講習所ニ於テ














国人ノ子弟ヲ殴ツタ デアリマス。 此ノ問題 解決致シ トキニ、本人ニハ洵ニ気ノ毒デスガ、日本語教員 立場使命 鑑ミ 退職テ貰ツタコトガゴザイマ 。偶ニシカ起ラナイ問題デアリマスガ、表面ニ現レヌ両国教員ノ摩擦軋轢ヲ一掃 、更ニ台湾人教員ノ指導ニ任ジ、更ニ中国小学校中学校ノ学校経営 授 進展ヲ図マス為ニ今年ノ〔
024〕一月カラ興亜院派遣日本人教員ヲ五名学校ニ
ハイチ ルコトニナツテ居リマス。生徒 数ニ関シテハ後程申シマスガ、生徒ノ日本語熱ヲ盛ニシ奨励 ル為ニ適時学芸会ヲ開催致シテ居リマス。又学芸会ヲ利用シ 日支児童ノ交驩会 開催致シテ居リマス。コノ実例ヲ一ツ申上ゲマス。市政府 教育局長ハ中国人デ
ゴザイマス。最近日本語ハ聴クコダケハドウニカ分ルト称シテ居リマスガ、ソレモド〔
025〕ノ位ノ程度カハツキリ判リマセン。昨年始
メノ学芸会ノトキ、採点シテ優秀ナ者ニハ賞品ヲ与ヘタノデアリマスガ、教育局長自身ガ採点者ノ長トナツテ居ラレタノデアリマス。教育局長ノ採点ノ点ガ吾々日本人 採点ト殆ド同ジデアリマシ 。教育局長ニ聞イテ見マスト自分ハ言葉其モノハ能ク分 ナイケレドモ児童ガ話ス身振リ態度ニ依ツテコノ児童ハド 位熟シテヰルカ想像デ書イタノダト申シ〔
026〕テ居リマス。マア教育局長ハ割合熱心














































































































本科三年ヲ卒業シタ当時ノ十七年度末ニナリマシタラ島民ノ総人口ニ対スル歩合ハ三〇パアセントニナツテ略々三人ノ中一人ノ本科卒業生ガアルコトニナル訳デ リマス。従 各戸略々一人宛ノ日語ヲ大体朧気ナガラモ了解シ得ル者ガアルコトニナリマス。 〔
039〕
以上ガ教育ノ制度ノ上ニ現 レタ概数デゴザヰマスガ、然ラバ実情ハドウカト申シマスト、今カラ十年余前迄ハ内地カラ移住シタ者ハ先ヅ島民語ヲ知ラナケレバ生活ガ円滑ヲ欠ク場合 多イノデアリマシタガ、最近デハ顛倒致シテ島民ガ日本語 知ラナクテハ、生活困難ヲ来ス状態ニマデ進ンデヰルヤウデアリマス。従ツテ島民ノ日本語ノ研究熱――研究ト云フ言葉ハチト大袈裟デアリマスガ、向学心ガ段々強クナツテ参ツテ居リ〔
040〕マス。本科三年ヲ卒業シタ実
際ノ子供ノ日常ノ状態ハ矢張リ彼等ハ彼等程 生活 略々支障ナイマデニ出来テヰルト思ヒマス。中ニ 内地人ノ割合 少イ島ガアリマスノ 、サウイフ島デハ勢ヒ日本人 接触スル機会 少イ関係上段々忘レルコトガアリマスガ、然ラザル島デアリ シタ ラバマア段々上達シテ私共ガイズレノ ニ行ツテモ話 スルノニ不便ヲ感ズルコトガナイヤウニナリマス。 〔
041〕卒業生ノ指導機関ト致シ
















































カリデハゴザイマセンガ島民ノ教育ヲスル国語学校デハ学校ノ生徒ハ決シテ土語ヲ使ツテハナラヌ。生徒ハ必ズ国語ヲ使ハナケレバイカヌ。相手ガ国 知ラナクテモナルダケ国語デ用ヲ弁ズルヤウニシナケレバナラヌ。コレニ反シタ者ハ或 罰則ヲ加ヘ コトニシテ居リマスガ、其ノ成績ハ優秀デアリ
マシテ、本科一年生ニ入ツテ来
ル子供デモ此頃ハ朧気ナ ラモ片語交 ニ「オ早ウゴザイマス」 「今日〔
050〕ハ」 「左様ナラ」ト云フ言葉ヲ使ヒ得ルノデアリマス。マ





























原案が資料として提出され、それを叩き台に意見が戦わされたものと思われるが、こういう委員会の常として、お膳立てが覆るほど 結論は出なかったものと思われる。 （ 「日本語教育振興会と時代的背景」 『言語文化研究所日本語教育資料叢書・復刻シリーズ第２回・日本語教育振興会刊行図書一九四一～五』 ）
 
 とあることから、調査会のなかでどのような議論が行われたかは、具体的には把握されていないと考えられるので 釘本久春所持資料
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      文部省図書事務官
 



















































































































































































































































常ニ強調サレルヤウニナリマシタコトハ、結構ナコトデアルト考ヘマス。併 今日ノ支那ハ決シテ単一ナモノデナク、標準語トシテハ官話ガアリアマスガ、実際 南北ニ亘ツテ数多ノ方言ガアリ、其ノ差ハ到底青森、鹿児島ノ方言処デハア セン。丸 外国語同様デ支那人ガ英語デ通訳スルト云フ状況 アリマス。而シテ官話其ノモノモ大変ムヅカシク、十年二十年位ノ学習デハ複雑ナル意味 思想ヲ通ジルコトハ出来マセン。満洲ノ鄭孝胥総理 私ニ如何ニ長年月支那ニ居テ支那語ニ通達 タ日本人デモ自分ニ七分通 シカ通ジイト云ハレタコトガアル。世界中デ支那語トソビエツト語位発音ノ困難ナル言語ハナイノデ リマス。今 満洲 ハ電信ハ難物デアツテ寧ロ電話ノ方ガ発達ノ見込ガアリマス。此ノ意味カラ申 マシテ














































































































































































































我々ノ眼ニ映ジタ概要デアルガ、コノウチ特ニ我々 考ヘナ テハナラナイ問題ハ、 〔
022〕各地ノ日本語教育ニ一層ノ統一ト連絡ヲ有





















































― 55 ― 
対象トシテノ東亜ノ諸民族ハ、
概ネ青小年男女ヲ本体タラシメ










本省ニ於テ計画中ノ日本語教科用図書ハ、 「初歩日本語」ノ他ニモ各種ニ亘ル。ソレラ 教科用図書トノ一連ノ関係ノ下ニ 先ヅ「初歩日本語」 〔
026〕ニ於テハ、日本語ノ初歩トシテ、簡易
















































































































































































































オススメスル。日本文化 移植スル 云フ目標カラ 原案通リニ材料ハ主トシテ日本ノ 常生活ニ採ルコトニナル。日本文化 融合ト云フ点カラ レバ現地 過去及ビ現在ノ生活ヲ考ヘナケレバ ラヌ。
 













































































    






















































































































精神ヨリ必然的ニ生マレル編纂ノ態度ハ、アクマデモ純正ナル日本語ヲ、活キタ 日本語ヲ、東亜ノ諸民族ニ理解・学習シ易キ方法ニ依ツテ通達セントスル三点ニヨツテ規定セラレルノデアリマス。従ツテ本原案ニ関シ、我々ガ最モ苦心研究ヲ払ヒマシタ点ニシテ、且又最モ各位ノ御叱正ヲ得度イト存ジマスル点ハ、我ガ国民 言語生活ノ現実ニ照ラシ、本原案ガ、内容ニ於テ、話シ言葉ト ノ純正ニシテ活キタル日 語ヲ収載 テ居ルカドウカト〔
047〕云フ点即チ









スル一項ヲ申シ述ベタイト存ジマス。ソレハ、普及方法ヲ考慮致マスルニツキマシテ、 我々ハ、 単ニ 学的見地ニ基ヅクノミナラズ、同時ニ、教育的、精神的見地ニ立脚シテ、編纂致シ来ツタト云フ点デアリマス。我々ハ 活キタル日本語ノ普及ヲ意図 マス ケレドモ、我々ノ念願ハ、更ニ国語ヲ純粋雅正 本然ノ姿ニ於テ通達センコトヲ期シテ居ルノデアリマスガ故ニ、現在我々ノ卑近ナル言語生活ニ於テ屡々触目セラレマストコロノ、雑然トシテ品位 乏シキ嫌ヒアルガ如キ表現形式ハ、又ソノヤウナ表現形式 至リ易キ恐アル言表ハ、タトヒ数量的ニハ甚ダ広範囲ニ於テ常時行ハレテ居リスルニセヨ、努メテコレヲ避ケ、常ニ品位ア〔
049〕ル日本語ノ提示
ヲ期シタノデアリマス。我々ハ、単ニ普及面ノ空間的拡大ヲ以テ喜トナスモノデハナク 又単ニ、活キタル日本語ノ普及ノミヲ以テ満足スルモノデハナク、過去・現在・未来ヲ通ジ、時間的ニ広範囲ニ亘リテ活キ来リ、活キツヽ ル国語デアリ 且純正 シテ品位ヲ帯
― 62 ― 










































― 63 ― 







































次ニ前回、国ノ内外ヲ通ジテ国語ニ統一アラシメ 必要上 音声言語ヲ写ス方法 シテ現行ノ小学国語読本ノ仮名遣即チ大体ニ於在世ニ行ハレテヰル普通ノ仮名遣ヲ用ヒルト御説明申上ゲタル。本原案ニ於テモ巻三ニ於テソ 方針ヲ実践シテヰ蓋シ「初歩日本語」ハ直接読マセルコト 目的トス モノデ ナイ
― 64 ― 
ケレドモ、現実ノ問題トシテハ、復習等ノ目的ヲ以テ、自然之ヲ以テ文字言語ト同等ノ取扱ヲナ〔
057〕 スニ至ルベキ場合ノアルコトモ

















































































































































































































































































































































































073〕 形容詞ノ語尾ニ 「オーゼー」 「ヤサシー」





















































































































































































































































































― 71 ― 































































































































































































かなトイフ名称ハ既ニ千年ノ歴史 有 、現在一億同胞 使ヒナレテヲルモノデアルカラ、之ヲ全ク新シイ名称ニ改メタ場合、果シテ国民ノ感情ガ承知スルカ否カ相当ノ不安ガアル。コノ不安ヲ多少トモ柔ゲルタメ、かなノ代リ 古来使用サレタかんな・和字（わじ） ・をんなで・をん もじ等 中何レカヲ以テ テル トモ
― 74 ― 
考ヘラレルガ、既ニ国民ニ捨テラレタモノヲ拾ツテミテモ、一般ニ行ハレルヤウニナルカ〔
093〕否カ、コレニモ不安ガアル。元来










































― 75 ― 




























































































































      







































































































































































































1 釘本久春は、 『日本語』 第八巻第七号 （国語を愛する会、 一九六八年九月）掲載の年譜によると、図書監修官、教科書局国語課長、調査普及局調査課長、大臣秘書官、大臣官房渉外ユネスコ課長、ユネスコ国内員会事務 次長等を経て、東京外国語大学教授となった。
 
2 釘本久春の第二回国語対策協議会での事務分担は、 本稿掲載の 【資料６】に記載されている。
 


































































































































































































































また、 資料調査に御協力くださいました釘本家の皆様、 並びに、山田しのぶ氏にも感謝申 あげます。
 
◇資料の整理・翻字にあたっては、坂東諒さん（日本語学科卒業
生） 、柴田友希さん（日本語学科四年次生）の協力を得ました。
 
